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ネスコの無形文化遺産に登録されている「和食」。その
和食文化を次世代へ継承しようと活動しているのが、「和

食給食応援団」です。2014年に日本料理の若手旗手「日本料
理 賛否両論」の笠原将弘さんを中心に８名で始まった取り組み
でしたが、農林水産省から認定を受け、現在では北海道から九州
まで30人余りの和食料理人が参加。全国の小・中学校を訪問
し、栄養教諭・学校栄養職員らへの献立提供、開発サポー
ト、児童への食育授業などを行っています。
「14年には26校、15年には23市町村を含む46校を訪問しまし
た。最初は東京の料理人が地方を訪問していましたが、それで
は継続が難しい。そこで、最近では訪問する地元の料理人を招
いて郷土料理なども作ってもらい、継続できるようにしています」
と事務局長を務める合同会社五穀豊穣代表の西居豊さん。「今
の子どもたちが10年後、20年後、空腹時に洋食ではなく『和
食を食べよう』と思えるようになってほしい。給食は日本の食の
最後の砦だと思っています」

学校給食を通じて
和食文化を子どもたちへ

1 東日本代表を務める「日本料理 賛否両論」の笠原将弘さん　2 北九州市立
藤木小学校で〝もてなしの心〞を教える「御料理 まつ山」の松山相三さん　3 「日
本料理 雄」の佐藤雄一さんと世田谷区立尾山台小学校の児童たち　4 「京料
理 たか木」の高木一雄さんが考案した芦屋市立山手小学校の季節感あふれる
給食

もっと「ごはん」を！
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飼料用米で育った鶏の卵

主食用米の需要量は年々減少しています。し
かし、安定した食料供給や国土保全のためには、
田んぼを維持し続ける必要があります。そこで注
目されているのが、飼料用米の生産。主食用米
の減少分を飼料用米に振り分けることで、田んぼ
をフル活用する仕組みです。ほとんどが輸入され
ているトウモロコシなどの飼料を、国産の飼料用
米に置き換えることで、飼料の安定供給や自給
率のアップにつながるというメリットもあります。
農林水産省では、平成37年度までに飼料自

給率を40％に、飼料用米の生産量を110万ｔに
引き上げることを目標としています。

田んぼを
フル活用！

飼料用米

シンガポールのスーパーで売られている日本の米

2014年のコメ・コメ加工品の輸出額は168.8億
円。精米の輸出額は、2010年と比べて約２倍の
14.3億円に増えています。米菓輸出額は39.4億円、
日本酒輸出額は115.1億円。農林水産省では、
JETRO（日本貿易振興機構）や輸出団体と共同で
オールジャパンでの輸出拡大を進めており、2020

年には輸出額600億円を目指しています。
目標達成に向け、2014年には全日本コメ・コメ
関連食品輸出促進協議会が発足し、海外でイベ
ントなどを開催しています。例えば、ロンドン（英国）
において、欧州各国から300名以上の食品関係
事業者を集め、寿司や日本酒のほか、牛肉、水
産物を提供し、その魅力を大いにPRしました。
また、イタリアの高級レストラン「トラサルディ」か

ら料理長とチーフソムリエを招き、日本酒とそれに
合う食材を組み合わせた料理と調理法を紹介し、
日本酒の伝道師となっていただきました。

資料 ： 財務省「貿易統計」を基に農林水産省作成
※注 ： 「精米」は援助米を除く商業ベース

（億円） ■日本酒　■米菓　■精米
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コメ・コメ加工品の輸出額の推移 日
本
の
米
の
お
い
し
さ
を

積
極
的
に
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル

輸
出
促
進

米粉は、単に小麦粉の代用として使われるだ
けでなく、食感や吸油性などの特性・機能性に
も注目が集まっており、最近ではピューレ状やゼ
リー状などの新たな米粉食材が開発されています。
「米ピューレ」もその一つ。ネピュレ（株）が手
がける「コメネピュレ」は、秋田県産の米を、過
熱蒸気と特殊なミキサーを使ってそのままピューレ
状にした新食材です。「ピューレ状なので小麦粉
や米粉にもなじみやすく、しっとり感を維持する保
水性があります」（ネピュレ広報）ので、パンや洋
菓子、麺などに使われています。
そのほか、飲料やアイスクリームなど、これまで
米や米粉が使われていなかった、新たなジャンル
での商品開発にも取り組んでいます。

上／米を特殊なミ
キサーで液化した
「コメネピュレ」
下／コメネピュレを
使った商品。しっとり
としてやわらかな食
感になる

  

米
の
魅
力
を
再
発
見
！

「
米
ピ
ュ
ー
レ
」

用
途
拡
大

撮影／原田圭介

海外のレセプションなどにおいて、実際に外国人に日本酒を味
わってもらい、その魅力を伝えている

日本産米の統一ロゴマーク。海外マーケットにおける日本産米の統一性を確保するとと
もに、QRコードからWebサイトにリンクさせ、世界の食市場に日本産米の魅力をPRする

今や日本酒は世界でも「SAKE」と呼ばれ、人気が高まっており、
積極的なプロモーション活動を展開中

2

米に関する最新情報
“ごはん”として食べるだけにとどまらない、米のさまざまな可能性が模索されています。
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Kome-Girl

【所在地】兵庫県姫路市夢前町宮置918番地　【主要な事業】米の生産・販売
【農地面積】約700ha（他に契約農地約300ha）
【販売金額】約1億5,000万円（2014年度の共同販売分）　【労働力】社員26名

※「人・農地プラン」＝地域が抱える人と農地の問題を解決するため、「未来の設計図」として集落単位で策定する計画

株式会社兵庫大地の会

兵
庫
県
夢ゆ
め
さ
き
ち
ょ
う

前
町
（
現
姫
路
市
）
の
中

山
間
地
に
あ
る
０
・
４
ha
の
水
田
を
手

に
入
れ
て
、
専
業
農
家
を
始
め
た
衣
笠

愛よ
し
ゆ
き之

さ
ん
。
１
９
９
４
年
、
33
歳
の
と

き
で
し
た
。「
最
初
は
小
さ
な
水
田
で

し
た
が
、
３
年
間
で
３
ha
に
な
り
、
夢

中
で
働
き
ま
し
た
」
と
衣
笠
さ
ん
。
次

第
に
近
隣
の
農
家
か
ら
認
め
ら
れ
、
後

継
者
の
い
な
い
高
齢
の
農
家
か
ら
「
う

ち
の
農
地
を
任
せ
た
い
」
と
頼
ま
れ
る

こ
と
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
姫
路
市
の
中
心

部
か
ら
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
夢
前

町
で
す
が
、
農
家
の
担
い
手
不
足
は
そ

れ
だ
け
深
刻
化
し
て
い
た
の
で
す
。

地
域
の
稲
作
の
将
来
に
強
い
危
機
感

を
覚
え
た
衣
笠
さ
ん
は
、「
水
田
を
次
の

世
代
に
つ
な
げ
る
に
は
、
個
々
の
農
家

で
は
戦
え
な
い
。
同
志
を
つ
く
ろ
う
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
２
０
０
３
年
、

思
い
を
共
有
す
る
県
内
の
若
手
農
業
者

８
人
と
〝
た
ん
ぼ
の
継
承
人
〞
を
標
榜

す
る
協
業
型
の
農
家
集
団
「
兵
庫
大
地

の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
肥
料
や
資
材
な

ど
の
共
同
購
買
や
米
の
共
同
販
売
な
ど

に
挑
戦
し
ま
す
。

12
年
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
に
よ
る
影
響
を
見

す
え
て
、
経
営
環
境
の
変
化
に
よ
り
対

応
し
や
す
く
す
る
た
め
、
県
内
の
農
家

21
軒
が
共
同
出
資
し
て
大
地
の
会
を
株

式
会
社
化
し
、
衣
笠
さ
ん
が
代
表
に
就

任
し
ま
し
た
。

「
若
い
農
家
の
集
団
で
す
が
、
一
家
言

あ
る
プ
ロ
ば
か
り
で
す
か
ら
、
株
式
会

社
と
し
て
一
つ
に
ま
と
ま
る
の
に
10
年

か
か
り
ま
し
た
」
と
衣
笠
さ
ん
は
笑
い

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
間
で
意
見
が
ぶ
つ
か

れ
ば
、
膝
を
つ
き
合
わ
せ
て
と
こ
と
ん

話
し
合
い
、
結
束
を
強
め
た
そ
う
で
す
。

現
在
、
平
均
年
齢
36
歳
、
26
人
の
社

員
が
経
営
す
る
農
地
は
、
北
は
日
本
海

側
の
新
温
泉
町
か
ら
南
は
淡
路
島
ま
で
、

県
全
域
に
わ
た
り
ま
す
。
合
わ
せ
れ
ば

７
０
０
ha
に
及
び
、
委
託
生
産
の
３
０

０
ha
を
含
め
る
と
１
０
０
０
ha
に
達
し

て
い
ま
す
。

す
で
に
株
式
会
社
の
稲
作
経
営
規
模

と
し
て
日
本
最
大
級
で
す
が
、
農
林
水

産
省
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」（
※
）
も
あ

っ
て
農
地
は
集
ま
り
続
け
て
お
り
、
新

た
な
売
り
先
の
開
拓
な
ど
の
対
応
に
追

わ
れ
る
日
々
で
す
。

「
平
場
の
農
地
に
お
け
る
集
約
の
よ
う

な
効
率
化
は
難
し
い
の
で
す
が
、
分
散

し
た
農
地
で
も
十
分
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
せ
て
い
ま
す
」

チ
ー
ム
プ
レ
イ
の
利
点
と
し
て
、
社

員
の
多
く
が
県
の
農
業
団
体
や
Ｊ
Ａ
青

壮
年
部
の
要
職
を
務
め
て
い
る
た
め
、

「
情
報
が
集
ま
り
や
す
く
な
り
、
か
つ

県
へ
の
政
策
提
言
な
ど
情
報
発
信
を
し

や
す
く
な
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

単
に
意
見
を
述
べ
る
だ
け
で
な
く
、

行
政
や
Ｊ
Ａ
、
民
間
企
業
と
連
携
し
て
、

地
域
活
性
化
の
た
め
の
実
物
大
の
姫
路

城
を
稲
で
描
く
水
田
ア
ー
ト
、
農
業
に

愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
農
業
体

験
や
食
育
、
農
機
具
メ
ー
カ
ー
と
の
新

機
種
開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
現
し
て
き
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
夢
を
持
つ
こ
と
。
夢
は
人
と

人
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
形
に
な
る
」

と
い
う
信
条
を
持
つ
衣
笠
さ
ん
。
握
っ

た
寿
司
の
シ
ャ
リ
を
冷
凍
に
し
て
輸
出

で
き
な
い
か
、
ベ
テ
ラ
ン
の
農
業
者
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
は

ど
う
か
―
―
と
夢
が
広
が
り
続
け
て
い

ま
す
。

始
ま
り
は
中
山
間
地
の

小
さ
な
水
田

若
手
農
家
と
共
同
で

株
式
会
社
化

人
と
人
の
つ
な
が
り
で

夢
が
形
に

日
本
最
大
規
模
の

米
生
産
者
を
訪
ね
て

日
本
最
大
規
模
の
農
地
面
積
を
誇
る
の
が
、
協
業
型
農
業
法
人
「
兵
庫
大
地
の
会
」
で
す
。

13
年
前
、「
地
域
の
稲
作
を
守
り
続
け
ら
れ
る
農
家
に
な
ろ
う
」
と
、

県
内
の
若
手
農
業
者
が
地
域
横
断
的
に
連
携
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

兵庫大地の会の代表・衣笠愛之さん
のほ場では、日本酒原料米（山田錦）
の収穫も進む。海外で日本酒の需要
が伸びる中、その供給力が注目されて
いる

「きすみ農Girls」は30～
40代の子育てママ６名
の女性部。きすみの営農
の窮地を救い、「女神が
舞い降りた」とも言われた
とか

黒田亜子さんは小学２年生の娘を持つお母
さん。普段はオペレーターを担当

消費者から高い評価を受け
ている兵庫大地の会のブラ
ンド米。多様なニーズに応
えられるよう、約 20品種を
生産

米女子  

兵庫県小野市の農事組合法人きすみの営農では、
約37haの広大なほ場で、６名の子育てママ「きす
み農 Girls」が農作業に精を出しています。黒田亜子
さんもその一人。今では稲刈りの際に大型コンバイン
を華麗に操縦しますが、４年半前まではまったくの未
経験者。「収穫の時が一番やりがいを感じます」と
農業の楽しさを話します。
高齢化で担い手不足に悩んでいたきすみの営農

も、今ではママたちが中心的存在。「やはり子どもに
は安心な作物を食べてもらいたい」と話す点は、子
育て世代のお母さんだからこそのモチベーションです。
自らが刈った米にも愛情がたっぷり注がれています。

 子育てママが大活躍！
「きすみ農Girls」

東京ドーム210個分!!
東京都千代田区の広さにも匹敵する
1,000haの大規模水田

PRODUCER

米作りの現場に

米
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